
(57)【要約】

【課題】処置具挿通チャンネルから導出した処置具の先

端面からの長さを一律に設定することができると共に、

処置具の出し過ぎを防止する。

【解決手段】シリコンゴム等の弾性体で成形した内視鏡

用フード１８であって、基部１９と処置具ストッパ部２

０とからなり、上記基部１９には、内視鏡先端部１０の

嵌合する嵌合孔Ｋ１ を設け、上記処置具ストッパ部２０

は、少なくとも観察窓１１、照明窓１２を露出させなが

ら処置具挿通チャンネル口１６の周辺の前方を塞ぐ状態

で上記基部１９に一体成形すると共に、処置具を通すた

めの通し孔Ｋ２ とその先端に環状係止部２２を設ける。

これによれば、処置具を通し孔Ｋ２ に通して環状係止部

２２で止めることができる。また、バイポーラ高周波メ

ス用のフードには、上記処置具ストッパ部に、高周波メ

ス外周の円筒状電極に接触しかつ処置具ストッパ部の外

部に露出する電極部を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 面 に 観 察 窓 、 照 明 窓 及 び 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 が 配 置 さ れ た 内 視 鏡 先 端 部 に 装 着
さ れ る 内 視 鏡 用 フ ー ド に お い て 、
　 上 記 内 視 鏡 先 端 部 の 側 面 に 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 有 す る 基 部 と 、
　 上 記 先 端 面 の 少 な く と も 観 察 窓 、 照 明 窓 を 露 出 さ せ な が ら 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口
周 辺 の 前 方 を 塞 ぐ 状 態 で 上 記 基 部 に 一 体 成 形 さ れ 、 か つ 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 か ら
導 出 さ れ た 処 置 具 を 所 定 位 置 で 止 め る 処 置 具 ス ト ッ パ 部 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 用 フ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 は 、 処 置 具 を 通 す 通 し 孔 と 、 こ の 通 し 孔 の 先 端 に 配 置 さ れ 、 処 置
具 の 先 端 面 に 係 合 す る 係 止 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 フ ー
ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 通 し 孔 は 、 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 に 設 け た 厚 肉 体 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 フ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 処 置 具 と し て バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス を 用 い る 場 合 の 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 に は 、 バ
イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス の 外 周 に 配 置 さ れ た 電 極 に 接 触 し か つ こ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 の 外 部 に
露 出 す る 電 極 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 フ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 用 フ ー ド 、 特 に 内 視 鏡 先 端 部 に 装 着 さ れ 、 被 観 察 体 を 観 察 し な が ら 処 置
具 に よ る 処 置 を 補 助 す る た め の フ ー ド の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ８ に は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 図 ８ の 先 端 部 １ に は 、 そ の 先 端 面
に 照 明 窓 ２ 、 観 察 窓 ３ が 配 置 さ れ 、 こ の 照 明 窓 ２ に ラ イ ト ガ イ ド ４ 、 上 記 観 察 窓 ３ に 対 物
光 学 系 レ ン ズ ５ が 連 結 し て 設 け ら れ る 。 ま た 、 高 周 波 メ ス ６ 等 の 処 置 具 を 被 観 察 体 内 へ 導
く た め の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ７ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド ４ か ら 供 給 さ れ る 光 を 照 明 窓 ２ か ら 被 観 察 体
へ 照 射 し 、 こ の 被 観 察 体 を 観 察 窓 ３ を 介 し て 対 物 光 学 系 レ ン ズ ５ で 結 像 さ せ る こ と が で き
、 こ の 像 を Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 固 体 撮 像 素 子 で 撮 像 す る こ と に よ り 、 被 観 察 体 の 映 像 が モ ニ タ へ 表
示 さ れ る 。 そ し て 、 こ の モ ニ タ 上 の 映 像 を 見 な が ら 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ７ か ら 導 出 し
た 例 え ば 高 周 波 メ ス ６ に よ っ て 、 患 部 の 切 開 、 切 除 等 の 処 置 、 手 術 を 行 う よ う に な っ て い
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ４ ９ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ０ ４ ７ ８ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 内 視 鏡 で は 、 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ７ を 介 し て 先 端 部 １ か ら 導 出
す る 処 置 具 の 長 さ は 、 観 察 窓 ３ か ら の 観 察 （ モ ニ タ 上 ） に て 確 認 す る こ と に な る が 、 こ の
処 置 具 の 導 出 長 さ を 自 動 的 に 一 律 に 設 定 で き れ ば 、 処 置 具 を 観 察 視 野 の 所 定 位 置 に 配 置 で
き 、 処 置 が 行 い 易 く な る 。 ま た 、 処 置 具 の 出 し 過 ぎ の 状 態 に な れ ば 、 こ の 処 置 具 が 被 観 察
体 を 不 必 要 に 接 触 し た り 、 押 し た り す る 等 の 不 都 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 処 置 具 に よ る 処 置 、 手 術 を 行 う 際 に 、 先 端 部 １ か ら 出 し た 処 置 具 が 動 い て し ま い
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処 置 等 を 円 滑 に 行 う こ と が で き な い 場 合 が あ っ た 。 例 え ば 、 高 周 波 メ ス ６ を 用 い る と き 、
図 ８ の 先 端 部 １ を 図 の 下 方 向 へ 引 き な が ら 、 高 周 波 メ ス ６ を 患 部 に 当 て 又 は 近 接 さ せ て 切
開 、 切 除 を 行 う こ と に な る が 、 こ の と き に 、 例 え ば 鎖 線 で 示 す よ う に 図 の 上 方 向 へ 高 周 波
メ ス ６ の 先 端 が 動 い た り 、 矢 印 で 示 す よ う に 軸 線 方 向 に 動 い た り し て し ま い 、 切 開 、 切 除
が ス ム ー ズ に 行 え な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
か ら 導 出 し た 処 置 具 の 先 端 面 か ら の 長 さ を 一 律 に 設 定 す る こ と が で き る と 共 に 、 処 置 具 の
出 し 過 ぎ を 防 止 す る 内 視 鏡 用 フ ー ド を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 先 端 面 に 観 察 窓 、 照 明 窓 及 び 処 置 具 挿
通 チ ャ ン ネ ル 口 が 配 置 さ れ た 内 視 鏡 先 端 部 に 装 着 さ れ る 内 視 鏡 用 フ ー ド に お い て 、 上 記 内
視 鏡 先 端 部 の 側 面 に 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 有 す る 基 部 と 、 上 記 先 端 面 の 少 な く と も 観 察 窓 、 照
明 窓 を 露 出 さ せ な が ら 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 周 辺 の 前 方 を 塞 ぐ 状 態 で 上 記 基 部 に 一
体 成 形 さ れ 、 か つ 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 か ら 導 出 さ れ た 処 置 具 を 所 定 位 置 で 止 め る
処 置 具 ス ト ッ パ 部 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 は 、 処 置 具 を 通 す 通 し 孔 （ 貫 通 孔 ） と 、 こ の
通 し 孔 の 先 端 に 配 置 さ れ 、 処 置 具 の 先 端 面 に 係 合 す る 係 止 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 通 し 孔 を 、 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 に 設 け た 厚 肉 体 に 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 上 記 処 置 具 と し て バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス を 用 い る 場 合 の 上 記 処 置 具
ス ト ッ パ 部 に は 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス の 外 周 に 配 置 さ れ た 電 極 に 接 触 し か つ こ の 処 置 具
ス ト ッ パ 部 の 外 部 に 露 出 す る 電 極 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 弾 性 体 部 材 に よ り 処 置 具 ス ト ッ パ 部 を 成 形 し 、 こ の 処 置
具 ス ト ッ パ 部 に 処 置 具 の 通 し 孔 を 設 け る と 共 に 、 そ の 先 端 に 通 し 孔 の 内 径 よ り も 小 さ い 内
径 を 持 つ 環 状 係 止 部 を 形 成 し た フ ー ド と す る こ と が で き る 。 こ の フ ー ド は 、 そ の 基 部 に よ
っ て 内 視 鏡 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 の 通 し 孔 に 処 置 具 を 挿 入 す る こ
と に よ り 、 係 止 部 の 位 置 で 処 置 具 を 停 止 さ せ 、 セ ッ ト す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 処 置
具 ス ト ッ パ 部 に 配 置 し た 処 置 具 は 、 固 定 状 態 と な り 、 そ の 動 き も 止 め ら れ る こ と に な る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス の 先 端 針 電 極 と 処 置 具 ス ト ッ パ
部 に 設 け ら れ た 電 極 部 と の 間 で 、 切 開 の た め の 焼 灼 が 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 フ ー ド に よ れ ば 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 導 出 し た 処 置 具 の 先 端 面
か ら の 長 さ を 一 律 に 設 定 す る こ と が で き る と 共 に 、 処 置 具 の 出 し 過 ぎ を 防 止 す る こ と が で
き 、 処 置 具 が 被 観 察 体 に 不 必 要 に 接 触 し た り 、 押 し た り す る こ と も な い と い う 効 果 が あ る
。
　 ま た 、 処 置 具 ス ト ッ パ 部 に よ り 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら 導 出 し た 高 周 波 メ ス 等 の 処
置 具 を 動 か な い よ う に 固 定 状 態 に す る こ と も で き 、 処 置 具 に よ る 切 開 、 切 除 等 の 処 置 、 手
術 を 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 、 図 ２ に は 、 第 ２ 実 施 例 に
係 る 内 視 鏡 フ ー ド の 構 成 、 図 ５ 及 び 図 ６ に は 、 先 端 部 に 第 １ 実 施 例 の フ ー ド を 取 り 付 け た
状 態 、 図 ４ に は 、 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 ま ず 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 か ら 説 明
す る 。 図 ４ に お い て 、 先 端 部 １ ０ の 先 端 面 （ 前 面 ） １ ０ Ａ に は 、 内 部 の 対 物 光 学 系 に 接 続
さ れ た 観 察 窓 １ １ 、 こ の 観 察 窓 １ １ の 左 右 に 配 置 さ れ 、 内 部 の ラ イ ト ガ イ ド に 接 続 さ れ た
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２ つ の 照 射 窓 １ ２ を 有 し 、 ま た 上 記 観 察 窓 １ １ へ 向 け て 空 気 又 は 水 を 噴 射 す る た め の 送 気
／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル （ 導 出 ） 口 （ 先 端 側 鉗 子 口 ） １ ６ が 設 け ら れ る
。 上 記 送 気 ／ 送 水 ノ ズ ル １ ４ に は 、 内 視 鏡 の 内 部 に 配 設 さ れ た 送 気 ／ 送 水 管 が 接 続 さ れ て
お り 、 ま た 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル １ ６ は 、 内 視 鏡 操 作 部 の 導 入 口 （ 操 作 部 側 鉗 子 口 ）
か ら 挿 入 し た 高 周 波 ナ イ フ 等 の 処 置 具 を 先 端 面 １ ０ Ａ か ら 被 観 察 体 内 へ 導 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に お い て 、 第 １ 実 施 例 の フ ー ド １ ８ は 、 合 成 樹 脂 材 料 （ 例 え ば シ リ コ ン ゴ
ム ） か ら 透 明 な 弾 性 （ 軟 質 ） 体 と し て 形 成 さ れ て お り 、 こ の フ ー ド １ ８ は 、 内 部 に 上 記 先
端 部 １ ０ の 側 面 に 嵌 合 す る 円 形 嵌 合 孔 Ｋ １ を 有 す る 環 状 の 基 部 １ ９ と 、 こ の 基 部 １ ９ に 一
体 成 形 さ れ 、 下 側 半 分 程 度 の 範 囲 で 前 方 に 突 出 す る 処 置 具 ス ト ッ パ 部 （ 突 出 ブ ロ ッ ク 部 ）
２ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 即 ち 、 こ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 観
察 窓 １ １ と ２ つ の 照 射 窓 １ ２ を 露 出 し （ 前 方 を 開 放 し ） 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 １ ６ の
周 辺 を 塞 ぐ よ う に 、 基 部 １ ９ の 下 端 か ら 中 央 （ 嵌 合 孔 Ｋ １ の 中 心 軸 ） 付 近 ま で 張 り 出 す よ
う に 形 成 さ れ た 厚 肉 体 （ ブ ロ ッ ク 体 ） で あ り 、 前 後 方 向 の 厚 み ｄ は 、 処 置 部 の 観 察 の し 易
さ 、 処 置 具 の 安 定 し た 固 定 等 を 考 慮 し て ３ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 範 囲 で 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ に は 、 上 記 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 １ ６ か ら 出 さ れ る 処 置 具
、 例 え ば 高 周 波 メ ス ６ を 通 す た め の 通 し 孔 （ 貫 通 孔 ） Ｋ ２ が 形 成 さ れ る 。 実 施 例 で は 、 こ
の 通 し 孔 Ｋ ２ の 内 径 （ 直 径 ） ｒ １ を 例 え ば 高 周 波 メ ス ６ の 外 径 （ 直 径 ） ｒ ２ と 同 一 か 又 は
小 さ い 値 に 設 定 し て お り 、 例 え ば 高 周 波 メ ス ６ の 外 径 は ２ ． ４ ｍ ｍ 程 度 で あ る か ら 、 こ の
通 し 孔 Ｋ ２ の 内 径 ｒ １ は 、 ２ ． ４ ｍ ｍ か 、 そ れ 以 下 （ ２ ． ３ ｍ ｍ 程 度 ） に 設 定 す る こ と に
な る 。 こ れ に よ り 、 通 し 孔 Ｋ ２ に 通 し た 高 周 波 メ ス ６ を 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ の 弾 性 力 に
よ っ て し っ か り と 把 持 ・ 固 定 す る こ と が で き 、 こ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ は 処 置 具 固 定 部
と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ の 通 し 孔 Ｋ ２ の 先 端 に 、 上 記 内 径 ｒ １ よ り も 小 さ い
内 径 の 環 状 係 止 部 ２ ２ を 形 成 し て お り 、 こ の 環 状 係 合 部 ２ ２ に よ っ て 高 周 波 メ ス ６ 等 の 処
置 具 の 先 端 面 が 係 止 さ れ る 。 な お 、 実 施 例 で は 、 図 １ （ Ｂ ） 、 図 ７ 等 に 示 さ れ る よ う に 、
上 記 通 し 孔 Ｋ ２ の 後 側 の 底 面 部 か ら 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ の 下 面 へ 向 け て 、 こ の 通 し 孔 Ｋ

２ に 連 通 す る 吸 引 口 Ｋ ３ が 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 内 視 鏡 で は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 １ ６
か ら 被 観 察 体 内 の 液 体 等 を 吸 引 で き る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 高 周 波 メ ス ６ を 取 り 付 け た
場 合 は 、 上 記 吸 引 口 Ｋ ３ か ら 吸 引 が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス に 適 用 可 能 と な る 第 ２ 実 施 例 の 構 成 で あ り 、 こ の 第 ２ 実
の 場 合 は 、 通 し 孔 Ｋ ２ の 底 面 か ら 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ の 下 面 外 部 ま で 連 通 す る 高 周 波 メ
ス 用 電 極 部 ２ ３ が 設 け ら れ る 。 即 ち 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス ６ は
先 端 針 電 極 ６ Ａ と 本 体 外 周 の 円 筒 状 電 極 ６ Ｂ を 有 し て お り 、 こ の 円 筒 状 電 極 ６ Ｂ に 上 記 電
極 部 ２ ３ が 接 触 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ の 第 ２ 実 施 例 の そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 例
の 場 合 と 同 様 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 例 の 構 成 に よ れ ば 、 図 ４ の 内 視 鏡 先 端 部 １ ０ へ フ ー ド 基 部
１ ９ の 嵌 合 孔 Ｋ １ を 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 図 ５ 及 び 図 ６ の よ う に 、 フ ー ド １ ８ （ ２ ８ ）
が 先 端 部 １ ０ に 装 着 さ れ る 。 な お 、 こ の フ ー ド １ ８ （ ２ ８ ） と 先 端 部 １ ０ と の 接 続 部 に は
テ ー プ 等 を 巻 く こ と に よ っ て 、 フ ー ド １ ８ （ ２ ８ ） の 脱 落 が 確 実 に 防 止 さ れ る 。 そ し て 、
こ の フ ー ド １ ８ （ ２ ８ ） を 装 着 し た 先 端 部 １ ０ が 被 観 察 体 内 へ 挿 入 さ れ た 後 、 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル 口 １ ６ か ら 導 出 し た 高 周 波 メ ス ６ を 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ （ ３ ０ ） の 通 し 孔 Ｋ

２ へ 押 し 込 む こ と に よ り 、 図 ６ ， 図 ７ の よ う に 、 高 周 波 メ ス ６ の 先 端 面 （ 実 施 例 で は 先 端
か ら ２ 段 目 の 段 差 面 ） が 環 状 係 止 部 ２ ２ に 係 止 さ れ 、 高 周 波 メ ス ６ は そ の 先 端 針 電 極 ６ Ａ
が 突 出 す る 状 態 で セ ッ ト さ れ る 。 即 ち 、 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ ， ３ ０ の 厚 肉 部 の 弾 性 力 に

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-82767 A 2007.4.5



よ っ て 通 し 孔 Ｋ ２ が 拡 張 す る こ と に よ っ て 、 こ の 通 し 孔 Ｋ ２ の 内 径 と 同 一 か 又 は 大 き い 外
径 の 高 周 波 メ ス ６ が 挿 入 ・ 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 配 置 さ れ た 高 周 波 メ ス ６ は 、 そ の 外 径 以 下 の 小 さ い 内 径 の 通 し 孔 Ｋ ２ に
よ っ て し っ か り と 把 持 さ れ 、 固 定 状 態 に な り 、 軸 線 方 向 に も 動 か な い よ う に な っ て い る 。
ま た 、 環 状 係 止 部 ２ ２ に よ っ て そ れ 以 上 の 先 端 面 の 突 出 が 禁 止 さ れ る の で 、 高 周 波 メ ス ６
の 出 し 過 ぎ を 防 止 す る こ と が で き 、 高 周 波 メ ス ６ の 先 端 針 電 極 ６ Ａ 等 が 被 観 察 体 に 不 必 要
に 接 触 し た り す る こ と も な い 。 更 に 、 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ ， ３ ０ を 厚 肉 体 に 形 成 し て い
る の で 、 フ ー ド １ ８ ， ２ ８ を 弾 性 （ 軟 質 ） 体 で 形 成 し て も フ ー ド 自 体 の 変 形 に よ っ て 高 周
波 メ ス ６ が 動 い て し ま う よ う な こ と も な い 。 ま た 、 フ ー ド １ ８ ， ２ ８ を 透 明 な 部 材 で 形 成
す る こ と で 、 厚 肉 体 を 設 け て も 処 置 部 の 観 察 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 高 周 波 メ ス ６ と し て は 、 患 者 の 下 側 に 体 極 板 （ 電 極 ） を 配 置 し て 構 成 さ れ る モ ノ
ポ ー ラ （ 単 一 電 極 ） 高 周 波 メ ス と 、 実 施 例 の よ う に 、 メ ス 本 体 に 先 端 針 電 極 ６ Ａ と 円 筒 状
電 極 ６ Ｂ の 両 方 を 備 え る バ イ ポ ー ラ （ ２ 電 極 ） 高 周 波 メ ス ６ が あ る が 、 こ の バ イ ポ ー ラ 高
周 波 メ ス ６ の 場 合 は 、 図 ２ の 第 ２ 実 施 例 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ７ に は 、 バ イ ポ ー ラ 高 周 波 メ ス ６ を 第 ２ 実 施 例 の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ３ ０ に よ り セ ッ ト
し た と き の 状 態 が 示 さ れ て お り 、 こ の 高 周 波 メ ス ６ の 外 周 の 円 筒 状 電 極 ６ Ｂ は 処 置 具 ス ト
ッ パ 部 ３ ０ の 電 極 部 ２ ３ に 接 触 す る の で 、 こ の 電 極 部 ２ ３ の 外 側 と 先 端 針 電 極 ６ Ａ と の 間
で 、 高 周 波 メ ス ６ の 良 好 な 焼 灼 作 用 を 行 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 図 ７ と 図 ８ の 比 較 か ら も 分 か る よ う に 、 高 周 波 メ ス ６ は 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２
０ に よ っ て 上 下 左 右 に 動 か な い （ 振 れ た り し な い ） よ う に な る 。 従 っ て 、 先 端 部 １ ０ を 切
開 方 向 へ 動 か し て も 、 高 周 波 メ ス ６ は 動 か ず に 安 定 し た 位 置 に 維 持 さ れ 、 切 開 、 切 除 等 を
良 好 行 う こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ の 材 料 と し て 、 弾 性 体 を 用 い た が 、 こ の 処 置 具
ス ト ッ パ 部 ２ ０ を 硬 質 の 合 成 樹 脂 製 と す る こ と も で き 、 こ の 場 合 は 、 通 し 孔 Ｋ ２ の 内 径 を
処 置 具 の 外 径 よ り も 大 き く す れ ば よ い 。 こ の 場 合 も 、 環 状 係 止 部 ２ ２ に よ っ て 、 処 置 具 の
突 出 が 所 定 位 置 で 止 め ら れ る と 共 に 、 通 し 孔 Ｋ ２ と 処 置 具 の 間 の 僅 か な 隙 間 （ 遊 び ） 分 を
処 置 具 が 動 く と し て も 、 環 状 係 止 部 ２ ２ 近 傍 に 高 周 波 メ ス ６ の 先 端 部 を 係 合 さ せ る こ と で
、 切 開 、 切 除 等 に 支 障 に な る 動 き を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 実 施 例 で は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 １ ６ を 含 む 半 円 の 広 い 範 囲 に 処 置 具 ス ト ッ
パ 部 ２ ０ を 設 け た が 、 こ の 処 置 具 ス ト ッ パ 部 ２ ０ は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 １ ６ の 近 傍
や 厚 肉 体 の 先 端 部 近 傍 に 限 定 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 正 面 （ 前 面
） 図 、 図 （ Ｂ ） は 図 （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 切 断 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 用 フ ー ド の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 正 面 （ 前 面 ） 図 、 図
（ Ｂ ） は 図 （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 切 断 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 内 視 鏡 用 フ ー ド の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 正 面 図 、 図 （ Ｂ ） は 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け た と き の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け 、 か つ 処 置 具 を 配 置 し た と き の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ 実 施 例 の フ ー ド を 先 端 部 に 取 り 付 け 、 か つ 処 置 具 を 配 置 し た と き の 状 態 を 示

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-82767 A 2007.4.5



す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 内 視 鏡 先 端 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ， １ ０ … 内 視 鏡 先 端 部 、 　 　 　 　 １ ０ Ａ … 先 端 面 、
　 ２ ， １ ２ … 照 明 窓 、 　 　 　 　 　 　 　 ３ ， １ １ … 観 察 窓 、
　 １ ６ … 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 口 、 　 １ ８ ， ２ ８ … フ ー ド 、
　 １ ９ … 基 部 、 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ ， ３ ０ … 処 置 具 ス ト ッ パ 部 、
　 ２ ２ … 環 状 係 止 部 、 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ … 電 極 部 、
　 Ｋ １ … 嵌 合 孔 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｋ ２ … 通 し 孔 。 10

【 図 ３ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：从内部治疗附件设置一个长度，从内部治疗附件插入通
道以均匀的方式引出内部治疗附件，并防止内部治疗附件过度出现。 
ŽSOLUTION：用于由诸如硅橡胶的弹性体形成的内窥镜的罩18包括近
端部分19和内部治疗附件止动部分20.装配开口K 1 其中远端部分内窥镜
10的配合​​设置在近端部分19中，并且止动部分20与近端部分19一体地形
成，以封闭内部治疗附件插入通道开口16的周边前面的部分，同时至少
观察窗11和照明窗12暴露，并且具有用于插入内治疗配件的插入开口K 
2 和在远端处的环形锁定部件22。因此，内部治疗附件插入插入开口K 2 
并锁定在环形锁定部分22上。此外，对于双极导热刀的罩，与之接触的
电极部分在内治疗配件止动部分上设置有导热刀周边的圆柱形电极并暴
露于内治疗配件止动部分的外部。 Ž
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